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研究要旨：ロコモ・フレイルなど運動器疾患はそれぞれ出現する年齢層が異なっている。

そのため効率的に疾病予防を行うためにはライフコースそれぞれで異なる対策を立てる

ことが重要となる。本研究には、すでに 6〜17 年にわたり観察が行われている 4 つのコ

ホート（地域住民コホート Research on Osteoarthritis/osteoporosis Against Disability (ROAD)ス

タディ(中年期から後期高齢者まで幅広い年齢の参加者)）、地域在住高齢者ロコモコホート

(前期高齢者中心の参加者)、高齢フレイル患者コホート（後期高齢者、特に 80 歳以上を中

心とした参加者）、人間ドックでのロコモスクリーニングコホート（中年期、壮年期参加

者）が参加する。これら長期追跡コホートに加えて、栄養研究のエキスパート上西は、運

動器疾患に関するリスクと栄養、食事の関係を検討するため、女子栄養大学の学生を対象

に詳細な身体計測と食事調査を行う。 

各コホートでは、令和 6-7 年度に追跡調査を実施し、令和 8 年度に各コホートのデー

タをとりまとめて、ライフコース（中年期、壮年期、前期高齢者、後期高齢者）ごとに、

ロコモ・フレイルの疫学指標（有病率、発生率）、予後（要介護、死亡）、発生リスクを解

明すし、現行のロコモ 25 問診票、フレイル質問票の科学的妥当性を確認し、国民全体の

身体機能低下を示す適切な評価指標の提案を行う予定となっている。 

本年度は、それぞれのコホートにおいて追跡調査の準備、あるいは調査を実施した。 

Ａ．研究目的 

直近の厚労省国民生活基礎調査(2022 年)から介護

が必要になった理由をみてみると、要介護・要支

援の原因の約 4 割を運動器の疾患が占めており、

ロコモティブシンドローム（ロコモ）・フレイル・

サルコペニアなどの運動器疾患や身体機能低下の

早期発見及び予防についての取り組みの強化は喫

緊の課題である。しかし運動器疾患はいずれも症

状に乏しく無自覚に推移することから、医療機関

調査での把握は困難であり、コホート追跡の手法

が重要となる。 

本研究では、地域住民長期追跡コホート（吉村、田

中、飯高）、地域在住高齢者ロコモコホート（石橋）、

高齢フレイル患者コホート（小川）、就労者を中心

とした人間ドックのロコモスクリーニングコホー

ト（新井）に加えて、若年女性を対象とした身体計

測と栄養調査（上西）など、異なる年代の対象者と

背景要因を持つコホートに追跡調査を実施し、結

果をとりまとめて、ライフコース（若年、中年期、

壮年期、前期高齢者、後期高齢者）ごとにロコモ・

フレイルの疫学指標（有病率、発生率）や予後（要

介護、死亡）を推定すること、ロコモ・フレイルの
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発生リスク要因（性差、体格、年齢、生活習慣（運

動・栄養）、併存症等）を解明することを目的とす

る。 

この結果から、個人の特性を踏まえたロコモ・

フレイルの予防に資する介入手法を確立し、高齢

者の QOL の維持増進、介護予防に貢献すること

を最終目標とする。さらに現行のロコモ 25 問診

票やフレイル質問票のロコモ発生、フレイル発生

への科学的妥当性を解明し、ロコモ・フレイルの

検出に有用な項目については、国民全体の評価指

標として提案することも目標としている。 

 

Ｂ．研究方法 (敬称略。研究分担者の研究詳細につ

いては、それぞれの報告書を参照されたい。) 

令和 6 年度においては、 それぞれのコホートにお

いて追跡調査の準備、あるいは調査を実施した。 

ロコモ・フレイルなど運動器疾患はそれぞれ出現

する年齢層が異なっている。そのため効率的に疾

病予防を行うためにはライフコースそれぞれで異

なる対策を立てることが重要となる。 

本研究には、すでに 6〜17 年にわたり観察が行わ

れている  4 つのコホート（地域住民コホート

Research on Osteoarthritis/ osteoporosis Against 

Disability (ROAD)スタディ(中年期から後期高齢者

まで幅広い年齢の参加者)）、地域在住高齢者ロコ

モコホート(前期高齢者中心の参加者)、高齢フレイ

ル患者コホート（後期高齢者、特に 80 歳以上を

中心とした参加者）、人間ドックでのロコモスクリ

ーニングコホート（中年期、壮年期参加者）が参加

する。これら長期追跡コホートに加えて、栄養研

究のエキスパート上西は、運動器疾患に関するリ

スクと栄養、食事の関係を検討するため、女子栄

養大学の学生を対象に詳細な身体計測と食事調査

を行った。 

各コホートでは、令和 6-7 年度に追跡調査を実施

し、令和 8 年度に各コホートのデータをとりまと

めて、ライフコース（中年期、壮年期、前期高齢

者、後期高齢者）ごとに、ロコモ・フレイルの疫学

指標（有病率、発生率）、予後（要介護、死亡）、発

生リスクを解明すし、現行のロコモ 25 問診票、

フレイル質問票の科学的妥当性を確認し、国民全

体の身体機能低下を示す適切な評価指標の提案を

行う予定となっている。令和 6 年度は、それぞれ

のコホートにおいて追跡調査の準備、あるいは調

査を実施した。 

 

C. 研究結果 

1) 吉村、田中、飯高グループ（地域住民コホート

ROAD スタディ） 

2005 年に都市部、山村、漁村に設定されたベース

ライン調査には 3,040 人が参加した。予防目的疾

患は、ロコモ、フレイル・サルコペニアを含む運動

器疾患である。ROAD では、その後 3、7、10、13、

17 年後の追跡調査が実施され、延べ 17,000 人の

データが蓄積された。令和 6 年度は令和 7 年度か

ら実施予定のROADスタディ 20 年目の追跡調査

を実施に向けた準備作業を行うと同時に、ベース

ラインから 17 年目までに実施した過去 6 回の検

診結果をリンケージすることができた。 

 

2) 石橋グループ（地域在住高齢者ロコモ検診コホ

ート） 

今回の調査対象となるコホートは、伊奈町在住の

国民健康保険および後期高齢者医療保険に登録さ

れている、調査協力に同意していただいた 65 歳〜

85 歳の被保険者である。初回調査は令和 2 年 10 月

から 11 月に実施され、自治体の協力を得て、住民

基本台帳より 5 歳刻みの年齢階層と性別を均等に

して無作為に抽出し、郵送による調査協力の案内

書および調査票を送り、回答した調査票を返送し

てもらった。今回調査においては、4 年が経過して

いることから、事前に自治体により生存や自宅居
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住が確認できた対象者に調査票を送付して、郵送

にて回答を得た。調査票の内容は、年齢、性別、既

往症、喫煙歴、飲酒歴、家族構成、運動習慣、生活

活動状況、食事・栄養摂取状況、主観的自立度、生

活満足度、幸福感、Euro-Qol-5Dimension、基本チェ

ックリスト、ロコモ 25、フレイルチェック 15 項

目、WHO-5 精神的健康度指標などであった。 

 

3) 小川グループ（高齢フレイル患者コホート） 

対象者の主な入院目的は、認知機能低下(認知症ま

たは軽度認知障害)の精査、他の身体症状(体重減少、

ふらつき、胸部症状など)、疾患（糖尿病など）の

コントロール等であり、緊急入院や急性期疾患等

が除外した。フレイル・サルコペニアの両方の有

無を評価できた対象者において、フレイルとサル

コペニアの関連性が男女共に示唆される結果が得

られてきている。現在も入院高齢者におけるフレ

イル、サルコペニアのリスク因子について解析を

進めている。 

 

4) 新井グループ（人間ドックでのロコモスクリー

ニング） 

MI 値とロコモ該当率の関係を調査した結果、男女

ともにBMIが高くなるほどロコモ該当率が上昇す

る傾向が示された。男性では BMI26.0kg/m²以上で

ロコモ該当率は 21.0％、BMI30.0kg/m²以上で

29.7％に達した。女性では BMI26.0kg/m²以上で

29.7％、BMI30.0kg/m²以上で 40.9％となった。腹

囲との関連でも、腹囲 90cm以上で男性は 21.1％、

女性は 40.3％がロコモに該当していた。 

2016 年と 2019 年の健診データを用いた縦断解析

では、3 年後のメタボ発生率は男性で中年 4.8％、

高年 2.9％、メタボ予備群は中年 6.3％、高年 2.7％

だった。女性はメタボ発生率が中年 1.0％、高年

1.6％、メタボ予備群が中年 2.0％、高年 1.4％であ

った。特に中年男性ではメタボおよび予備群の合

計が 11.1％となり、10 人に 1 人がメタボに移行し

ていた。ロコモの発生率は、男性では中年 12.0％、

高年 15.0％、女性では中年 12.5％、高年 17.9％で

あり、女性でやや高い傾向が見られた。 

多重ロジスティック回帰分析では、中年層では年

齢、体重増加、歩行速度の低下、就寝前の食事、短

い睡眠が男女共通のロコモ関連因子であり、男性

では運動習慣（OR 1.32）、身体活動（OR 1.20）も

有意であった。高齢者では、男性は年齢（OR 1.08）

と歩行速度（OR 1.68）、女性は運動習慣（OR 2.03）

が関連していた。 

これらの結果から、中年ではメタボと共通する

生活習慣がロコモ発生に影響し、高齢になるほど

運動や身体活動の影響が大きくなることが示され、

年代に応じた対策の必要性が示唆された。 

 

5) 上西グループ（若年女性運動と栄養調査）につ

いて 

BMI は適切であるが、体脂肪率が高いものが多か

った。これは骨格筋量が少ないということであり、

SMI（骨格筋指数）が低値のものも約 00%存在し

た。また、超音波で測定した踵の骨量と骨格筋量、

SMI との間に有意な相関があり、骨と筋の関連が

確認できた。 

 

Ｄ．考察 

それぞれのコホートにおける追跡調査は順調に進

行し、すでに中年男女を対象とした人間ドックで

のスクリーニングコホートでは、メタボとロコモ

の関係が解明されつつある。他のコホートも今後

の追跡により、ライフステージに応じた身体機能

低下のリスク要因が明らかになってくることが期

待され、これらを統合して、ライフステージに応

じた効率的な身体機能低下の予防戦略の開発に貢

献することを目指す。 
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Ｅ．結論 

6〜17 年にわたり観察が行われている 4 つのコ

ホ ー ト （ 地 域 住 民 コ ホ ー ト Research on 

Osteoarthritis/osteoporosis Against Disability (ROAD)

スタディ(中年期から後期高齢者まで幅広い年齢

の参加者)）、地域在住高齢者ロコモコホート(前期

高齢者中心の参加者)、高齢フレイル患者コホート

（後期高齢者、特に 80 歳以上を中心とした参加

者）、人間ドックでのロコモスクリーニングコホー

ト（中年期、壮年期参加者）、及び若年女性を対象

として、運動器検診の準備やデータリンケージ、

追跡調査を実施し、運動機能低下の評価とリスク

要因について検討を加えた。 

 

Ｆ．健康危険情報 

特になし 

 

Ｇ．研究発表 （研究代表者関連のみ記載。研究分

担者の研究発表については、それぞれの報告書を

参照されたい。） 
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■ 和文原著論文 

1. 吉村典子、堀井千彬、飯高世子、舩元太郎、

帖佐悦男、村田峻輔、竹上未紗、西村邦宏、

小原大輔、大黒聡、鈴木啓明、荒井光一、田

中栄：レセプトデータからみた骨粗鬆症投薬

状況の実態：The Nobel Study：日本骨粗鬆症

学会雑誌 10(3): 359-366, 2024 

2. 鈴木隆雄、鄭丞媛、西田裕紀子、大塚礼、島

田裕之、牧迫飛雄馬、金憲経、大渕修一、河

合恒、藤原佳典、阿部巧、小島成実、平野浩

彦、増井幸恵、稲垣宏樹、吉田祐子、飯島勝

矢、吉村典子、山田実、渡辺修一郎、近藤克

則、村木功、岩佐一：地域在宅高齢者におけ

る高次生活機能について―ILSA-Jにおける

JST版活動能力指標の分析から.：応用老年学 

18(1): 107-116, 2024 

3. 小島伊知子、上原浩介、児玉理恵、飯高世子、

吉村典子、田中栄：都市部住民における手指

変形性関節症の有病率とQuick DASH値(第4

回) ROAD study：日本手外科学会雑誌 40(4): 

393-396, 2024 

 

■ 総説 

1. 飯高世子、吉村典子：変形性股関節症の疫学：

整形・災害外科 68: 209-214, 2025 

2. 吉村典子：疫学の視点からみたロコモティブ

シンドロームと生活習慣病：臨床整形外科 

60(1), 7-12, 2025 

3. 飯高世子、吉村典子：骨粗鬆症検診の展望：

日本骨粗鬆症学会雑誌 10(2): 137-142, 2024 

4. 吉村典子：健康日本21(第三次)のねらいと戦

略 ロコモティブシンドロームの減少：日本

医師会雑誌 153(1): 49, 2024 

5. 吉村典子：骨粗鬆症検診の有効性と今後の展

望：アンチ・エイジング医学 20(2), 110-113, 

2024 

6. 茂呂徹、齋藤琢、吉村典子、田中栄：正面X線

画像データのみから腰椎および大腿骨近位部

の骨密度を演算するAI骨粗鬆症診断補助シス

テム：アンチ・エイジング医学 20(2): 101-105, 

2024 

7. 吉村典子：骨粗鬆症の疫学:地域住民調査の結
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果から：Medical Practice 41(7): 992-997, 2024 

8. 吉村典子：生活機能の維持・向上（ロコモ・

骨粗鬆症）：月間健康づくり560 (12), 10-13, 

2024 

 

■ 書籍 

1. 吉村典子：ロコモの疫学．書籍『 フレイル・

ロコモのグランドデザイン 』（日本医学会連

合 領域横断的連携活動事業（TEAM 事業）「フ

レイル・ロコモ対策会議」編集）第 1 章 フレ

イル・ロコモの概念・判定と疫学、日本医事新

報社、東京、2024 

2. 吉村典子：サルコペニアとフレイル・ロコモ．

書籍『 フレイル・ロコモのグランドデザイン 』

（日本医学会連合 領域横断的連携活動事業

（TEAM 事業）「フレイル・ロコモ対策会議」

編集）第 5 章 疾患・病態とフレイル・ロコモ、

日本医事新報社、東京、2024 

3. 吉村典子：骨粗鬆症の疫学．書籍『骨粗鬆症の

予防と治療ガイドライン 2024 年版』第 1 章 

骨粗鬆症の定義・疫学および成因 B、ライフ

サイエンス出版、東京、in press 

4. 吉村典子：ロコモティブシンドローム．今日

の治療指針、医学書院、東京、2025 

5. 吉村典子：骨粗鬆症と骨折の疫学－日本の動

向は？．書籍『もう悩まない！骨粗鬆症診療 

あなたの疑問にお答えします』（竹内靖博編）、

第10章 今さら聞けない骨粗鬆症の基礎、日

本医事新報社、東京、2024.08、pp232-239 

6. 飯高世子、吉村典子、田中栄：骨軟化症. 書

籍『令和4年度改訂薬学教育モデル・コア・カ

リキュラム準拠 疾患で学ぶ病態・薬物治療

（D 医療薬学対応）』（「疾患で学ぶ病態・薬

物治療（D 医療薬学対応）」編集委員会編）第

7章骨・関節疾患、アークメディア、東京、

2025.03、pp183-185 

 

2)   学会発表 

■ 国際学会 

1. Yoshimura N, Iidaka T, Tanegashima G, Muraki S, 

Oka H, Nakamura K, Tanaka S: Trends in 

Prevalence of Hypovitaminosis D Over A 10-Year 

Period in JAPAN: The Research on 

Osteoarthritis/OSteoporosis Against Disability 

(ROAD) Study.: WCO-IOF-ESCEO 2024, 

London, United Kingdom, 2024.4. 11-14, poster 

2. Iidaka T, Muraki S, Tanegashima G, Oka H, 

Nakamura K, Akune T, Tanaka S, Yoshimura N: 

Insights into Hip Health: Prevalence and Co-

Existence of Bone, Joint, and Muscle Disorders. 

The ROAD Study.: WCO-IOF-ESCEO 2024, 

London, United Kingdom, 2024.4. 11-14, poster 

 

■ 国内学会  

1. 神前貴洋、石元優々、有田智氏、橋爪洋、吉村

典子、山田宏：大規模住民コホートにおける

腰椎すべりの進行について 10年間の追跡調

査からの知見：第 142 回中部日本整形外科災

害外科学会・学術集会、2024.4.12-13、米子市、

口演 

2. 有田智氏、石元優々、橋爪洋、飯高世子、吉村

典子、山田宏：大規模住民コホートにおける

腰椎すべりの累積発生率について 10年間の

追跡調査からの知見：第 142 回中部日本整形

外科災害外科学会・学術集会、2024.4.12-13、

米子市、口演 

3. 出口剛士、橋爪洋、吉村典子、池川志郎、山田

宏：一般住民コホート縦断研究からわかる遺

伝的要因が椎間板変性進行に与える変性の違

い：第 53 回日本脊椎脊髄病学会、2024.4.18-

20、横浜市、口演 
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4. 有田智氏、石元優々、橋爪洋、長田圭司、高見

正成、筒井俊二、岩崎博、飯高世子、田中栄、

吉田宗人、山田宏、吉村典子：第 2 回

ROAD(Research on Osteoarthritis/osteoporosis 

Against Disability)study における一般住民コホ

ートの腰椎すべりと腰痛・歩行速度・筋量の

関係：第 53 回日本脊椎脊髄病学会、2024.4.18-

20、横浜市、口演 

5. 有田智氏、石元優々、橋爪洋、長田圭司、高見

正成、 筒井俊二、岩崎博、飯高世子、田中栄、

吉田宗人、山田宏、吉村典子：一般住民におけ

る腰椎すべりの累積発生率 ROAD study 10

年の追跡調査：第 53 回日本脊椎脊髄病学会、

2024.4.18-20、横浜市、口演 

6. 谷口優樹、阿久根徹、西田奈央、大森豪、Kim 

Hyun Ah、植野和子、齋藤琢、尾市健、岡敬之、

大島寧、川口浩、中村耕三、徳永勝士、田中栄、

吉村典子：ADAMTS17 のコモンバリアント

rs2054564 は変形性脊椎症の発症に関与する：

第 53 回日本脊椎脊髄病学会、2024.4.18-20、横

浜市、ポスター 

7. 飯高世子、堀井千彬、種子島岳、村木重之、岡

敬之、中村耕三、阿久根徹、田中栄、吉村典

子：股関節部における骨粗鬆症,変形性関節症

および筋力低下の相互関係  The ROAD 

study：第 97 回日本整形外科学会学術総会、福

岡市、2024.5.23-26、ポスター 

8. 茂呂徹、齋藤琢、岡敬之、田中健之、大野久美

子、石倉久年、飯高世子、神永尚人、佐藤雅史、

吉村典子、田中栄：1 枚の腰椎正面 X 線像の

みから大腿骨近位部の骨密度を演算する AI

骨粗鬆症診断補助システムのスクリーニン

グ・診断精度評価：第 97 回日本整形外科学会

学術総会、2024.5.23-26、福岡市、口演 

9. 武田龍太郎、水原寛康、内尾明博、飯高世子、

真壁健太、笠井太郎、小俣康徳、松本卓巳、吉

村典子、田中栄：整形外科医と同等の精度で

外反母趾角を測定可能な深層学習モデルの開

発：第 97 回日本整形外科学会学術総会、

2024.5.23-26、福岡市、ポスター 

10. 茂呂徹、齋藤琢、岡敬之、田中健之、大野久美

子、石倉久年、飯高世子、神永尚人、佐藤雅史、

吉村典子、田中栄：1 枚の胸部正面 X 線像の

みから大腿骨近位部および腰椎の骨密度を演

算する AI 骨粗鬆症診断補助システムのスク

リーニング・診断精度評価：第 97 回日本整形

外科学会学術総会、2024.5.23-26、福岡市、ポ

スター 

11. 有田智氏、石元優々、橋爪洋、長田圭司、筒井

俊二、岩崎博、飯高世子、田中栄、吉田宗人、

山田宏、吉村典子：X 線画像上における腰椎

すべりの有病率と腰痛・歩行速度・筋量との

関係 ROAD study からの知見：第 97 回日本

整形外科学会学術総会、2024.5.23-26、福岡市、

口演 

12. 松本卓巳、武田龍太郎、内尾明博、笠井太郎、

堀井千彬、飯高世子、井口傑、 橋爪洋、山田

宏、吉村典子、田中栄：左右で重症度が大きく

異なる外反母趾の腰椎変形が関与する 大規

模住民コホート ROAD study より：第 97 回日

本整形外科学会学術総会、2024.5.23-26、福岡

市、ポスター 

13. 寺口真年、橋爪洋、岡敬之、長田圭司、石元

優々、岩崎博、筒井俊二、高見正成、吉田宗人、

吉村典子、山田宏：Schmorl 結節(SN)における

関連因子の性差とその影響 大規模住民コホ

ートによる検討 The Wakayama spine study：

第 97回日本整形外科学会学術総会、2024.5.23-
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26、福岡市、ポスター 

14. 飯高世子、中村耕三、阿久根徹、田中栄、吉村

典子：大腿四頭筋筋力と股関節部における骨、

関節疾患との相互関係-The ROAD study-：第

61回日本リハビリテーション医学会学術集会、

2024.6.13-16、東京、口演 

15. 飯高世子、堀井千彬、村木重之、中村耕三、田

中栄、吉村典子：低大腿四頭筋筋力は要介護

発生のリスクとなるか 住民コホート 6 年の

追跡：第 42 回日本骨代謝学会学術集会、

2024.6.29-.7.2、沖縄県那覇市、口演 

16. 吉村典子、飯高世子、堀井千彬、中村耕三、田

中栄：ビタミン D不足症、欠乏症の有病率の

推移 ROAD スタディ 10 年間の観察：第 42

回日本骨代謝学会学術集会、2024.6.29-.7.2、沖

縄県那覇市、口演 

17. 吉村典子、樋口政和、飯高世子、徳野慎一、田

中栄：ポストコロナ時代の非接触による運動

器慢性疼痛の客観的・定量的評価ツールの開

発：第 35 回日本運動器科学会、宇都宮市、

2024.7.6-7、口演 

18. 飯高世子、堀井千彬、種子島岳、村木重之、岡

敬之、中村耕三、阿久根徹、田中栄、吉村典

子：大腿四頭筋筋力が要介護発生に与える影

響 The ROAD study：第 52 回日本関節病学

会、東京都、2024.7.19-20、口演 

19. 笠井太郎、武田龍太郎、内尾明博、水原寛康、

真壁健太、小俣康徳、飯高世子、吉村典子、松

本卓巳、田中栄：抗 CCP 抗体と骨密度の関係 

一般住民コホートデータを用いた 6 年間の縦

断研究：第 52 回日本関節病学会、東京都、

2024.7.19-20、口演 

20. 飯高世子、堀井千彬、種子島岳、村木重之、岡

敬之、中村耕三、阿久根徹、田中栄、吉村典

子：大腿四頭筋筋力と要介護発生との関連 

The ROAD study：第 26 回日本骨粗鬆症学会、

2024.10.11-13、金沢市、ポスター 

21. 佐藤信博、舩元太郎、帖佐悦男、吉村典子、西

村邦宏、金井一男、岡村樹里、石原和明、公文

崇詞、井上英豪：宮崎県延岡市の市民を対象

としたアンケート調査からみえる骨粗鬆症リ

スクの状況 産・学・官共同事業『のべおか骨

太プロジェクト』のスタートにあたって：第

26 回日本骨粗鬆症学会、2024.10.11-13、金沢

市、ポスター 

22. 榎本悠希、平池修、茂呂徹、齋藤琢、土持早希、

古川真帆、廣田泰、吉村典子、大須賀穣、田中

栄：AI 骨粗鬆症診断補助システムを用いた骨

密度推定値による妊娠期ヘパリン使用の影響

に関する検討：第 39 回日本整形外科学会基礎

学術集会、2024.10.17-18、東京都、口演 

23. 友松晃一、谷口隆哉、橋爪洋、村木重之、阿久

根徹、川口浩、中村耕三、吉田宗人、吉村典子、

山田宏：地域住民における cam deformity の疫

学的指標と関連因子：第 39 回日本整形外科学

会基礎学術集会、2024.10.17-18、東京都、口演 

24. 吉村典子、種子島岳、飯高世子：ビタミン D

不足症、欠乏症の 10 年間の推移：地域住民コ

ホート ROAD スタディ追跡調査より：第 83

回日本公衆衛生学会総会、2024.10.29-31、札幌

市、口演 

25. 飯高世子、種子島岳、吉村典子：低大腿四頭筋

筋力と要介護との関連：住民コホート 6 年の

追跡：第 83 回日本公衆衛生学会総会、

2024.10.29-31、札幌市、口演 

26. Tanegashima G, Iidaka T, Yoshimura N: 10 year 

trend of the prevalence of knee osteoarthritis using 

the ROAD cohort data.：第 83 回日本公衆衛生
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学会総会、2024.10.29-31、札幌市、口演 

27. 武田龍太郎、内尾明博、飯高世子、真壁健太、

笠井太郎、吉村典子、田中栄、松本卓巳：整形

外科医と同等の精度で内側種子骨の Hardy 分

類が可能な深層学習モデルの開発：第 49 回日

本足の外科学会学術集会、2024.11.7-8、東京、

ポスター 

28. 松本卓巳、武田龍太郎、内尾明博、真壁健太、

笠井太郎、飯高世子、井口傑、吉村典子、田中

栄：腰椎疾患が外反母趾の左右非対称性に与

える影響 大規模住民コホート ROAD study

に基づく解析：第 49 回日本足の外科学会学術

集会、2024.11-7-8、東京、口演 

29. 武田龍太郎、内尾明博、飯高世子、真壁健太、

笠井太郎、吉村典子、田中栄、松本卓巳：外反

母趾角自動計測 AI のエラー率 住民コホー

ト研究 ROAD study で取得した 2300 枚の単純

X 線を用いた検証：第 49 回日本足の外科学会

学術集会、2024.11.7-8、東京都、口演 

 

■ 講演会・シンポジウム 

1. 吉村典子：シンポジウム 58 ガイドラインか

ら考える 変形性膝関節症の診断・治療 変

形性膝関節症の自然経過,予後,危険因子：第 97

回日本整形外科学会学術総会、福岡市、

2024.5.26、口演 

2. 吉村典子：シンポジウム 19 サルコペニア・

ロコモティブシンドロームの最前線：サルコ

ペニア・フレイル・ロコモの疫学と予後への

影響：ROAD スタディ：第 24 回日本抗加齢医

学会総会、2024.6.1、熊本市、口演 

3. 吉村典子：シンポジウム 5 加齢関連疾患に

対するリハビリテーションの挑戦 高齢者の

運動器疾患の疫学指標と予後への影響 

ROAD スタディ：第 66 回日本老年医学会学術

集会、2024.6.13、名古屋市、口演 

4. 茂呂徹、齋藤琢、吉村典子、岡敬之、松本卓巳、

小俣康徳、田中健之、大野久美子、石倉久年、

飯高世子、藤尾圭志、田中栄：シンポジウム 3 

関節病に対する AI アプローチ：胸部/腰椎正

面 X線画像のみから大腿骨近位部および腰椎

の骨密度推定値を出力する AI 骨粗鬆症診断

補助システム：第 52 回日本関節病学会、

2024.7.20、東京都、口演 

5. 吉村典子：シンポジウム 日本栄養改善学会、

日本整形外科学会、日本骨粗鬆症学会 合同

シンポジウム：健康日本 21（第三次）を進め

るためのロコモ・骨粗鬆症・運動・栄養：ロコ

モと骨粗鬆症の疫学アップデート：健康日本

21（第三次）目標達成を目指して：第 71 回日

本栄養改善学会学術総会、2024.9.7、大阪市、

口演 

6. 吉村典子：特別講演 3 骨粗鬆症検診の重要

性 健康日本 21 第三次をむかえて：第 26 回

日本骨粗鬆症学会、2024.10.11、金沢市、口演 

7. 吉村典子：シンポジウム 16 真の"骨粗しょう

症治療率向上"を目指して 骨粗鬆症検診の

現状と課題：第 26 回日本骨粗鬆症学会、

2024.10.12、金沢市、口演 

8. 橋爪洋、吉村典子、岡敬之、山田宏：Combo E/

ミニシンポジウム 1 コホート研究のはじめ

方と実際 脊椎加齢変性疾患の疫学研究 

The Wakayama Spine Study：第 39 回日本整形

外科学会基礎学術集会、2024.10.18、東京都、

口演 

9. 吉村典子：特別講演 医科歯科連携が重要な

運動器疾患、骨粗鬆症とサルコペニア疫学：

第 30 回関東甲信越歯科医療管理学会学術大
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会、水戸市、2024.11.17、口演 

10. 吉村典子：膝 OA の運動、装具療法の未来：

疫学からみる膝 OAの未来：第 19 回膝 OA と

運動・装具療法セミナー、2025.2.7、東京都、

口演 

 

Ｈ．知的所有権の取得状況 

 1. 特許取得 

 なし 

 

 2. 実用新案登録 

 なし 

 

  3. その他 

 なし 

 


